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　　　第14回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　議　事　要　旨（案）

日　時　昭和55年7月16日（水）　午後　2時～4時

場　所　宇宙開発委員会会議室

議　題魅昭和55年度8，9月期『ケット打上げ計画につい

　　　て

資　料

　委14｛1　第13回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　　　　　　　（案）

　委14－2　TT－500A型ロケット8号機打上げ計画書・

参考配布

　。　昭和55年度、8，9月期ロケット打上げ計画・一覧

　．　N＿皿地上総合二二用ロケット（GTV）試験計画書

●饗認讐慰囎謝ツト実験計画腰

出席者

　　宇宙開発委員会委員長代理　　吉識雅夫

　　　　　〃　一委員　　　 斎藤成文
　　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　八　藤　東　禧

説明者

　　宇宙南発事業団理事　　　　　　　　平　木　　　一

　　　　　〃　打上翻部長　摂島利正

　　　　　　　　　　　一1一』

関係省庁職員等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　科学技術庁研究調整局長　勝谷保
　　文部省学術国際局審議管　大崎仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理二横　山）

　　通商産業省機械情報産業局次長　　　小　長　啓　・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理3吉　田）

　　運輸省大臣官房審講官　　　　　　　西　村　康　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理，3黒・部）

　　　〃　航空局管制保安部保安企画課　北　野　宏　久

　　　〃気象庁総務部長　　　森　雅史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：山　中〉

　　郵政省電波監理局審議官　　　　　　三　浦　一・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理3九　里）

　　宇宙開発事業団システム計画部　　　久保嘩　　　晃

　　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　大　野　信　幸

　　　　　〃．　ロケット設計グルー．プ秋元敏男

　　　　　〃　　　打上管制部　　　　　原　口　儀　孝

事務母

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長佐々木　寿康．

　　　　〃　　〃　宇宙国際課長佐藤允克
　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　鈴　木　　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他
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6．．議　事

　（1）　前回講事要旨

　　　第15回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨案（資料委

　　14－1）の2頁下から10行目の発言者を「吉識」、に修正

　　することとし確認された。

　（2）昭和5・5年度8，9月期ロケット打上げ計画につ．いて宇宙

　　開発事業団の平木理事及び長島打上管制部長より資料委14

　　帆2忙基づき宇宙開発事業団のロケット打上げ計画について

　説明が行われ，以†の質疑応答．ののち同打上げ計画が了承さ

　　れた。

八二＝　TT－500A型ロケット・8号機頭胴部の回収手順につ

　　　いて説明されたい。

長島：　頭胴播の画収億，クレーンを装備した1，000トンクラ

　　　スゐ特殊作業胎1隻，500ト．ンクづスの支回船2隻及

　　　びセスナ機2機を痢いて行われる。

　　　　これらは予め落下予想区域の境界に下張し，着水と同

　　　・時にシーマーカー及びラウオビーコンを目黒に捜索が行

　　　われる。．筑空機が発見した場合は回収船への位覆の逓報

　　　及びシーマーカーラジォブイの投下が行われ，これを

　　　目標に回収船が回収に向づことになる。

　　　　なお，本実験は，昨年11月行われた高空落下回収実

　　　験及び今年5月行われた伊豆大島沖合の回収試験の経験

’　　　を踏まえて行われるものである。
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八藤：・今回の実験は・航空機及び船舶を軍いるといったこれ1

．　まで経験のないものであることを考え，安全面に十分配

　　　吝しながら行ってもらいたい。

吉識ゴ　昨年行われた実験と比較してどのような改善がなされ

　　　ているか。．

平木3・昨年の実験では，3個の供試体を用意し回収を試み

　　　たが，’1悩はパラシ午一．トが開かなかったため，・他の2

　　　個は供試体を吊るロー・プが切れたため，海中に没し所期

　　　の目的を達成でき壕かつた。このため，今回は，パラシユ

　　　ートの開傘を確実にするとともに，ロープに十分の強度

　　　をもたせ，同様の失敗を繰り返さぬようにしている。’

斎藤3　搭載装置の機能確認が目的とあるが，供試体を載せる

　　　のか。

平木3　供試体を載せ実験を行うが，搭蔵装遣の機能確認に重

　　　点を置いた実験となっている。

斎藤：　セスナ磯による捜索は大丈夫か。

長島：　’本実験で用いられる航空機は，痙子島，小笠原間の追

　　　跡業務の引継ぎ試験に使用しているものてありジ長時間

　　　飛行の経験がある。捜索時間に6～7時間さぐことがで

　　　．きるのて，、時間内に発見できると考えている。

　　　　また万一の事故に対しても十分に配慮してある。’

斎藤：　今回の実験は科断に経験のないユーザーが参加しザ’ま

　　　た，宇宙開発事業団及びメーカーにとっても未経験であ

　　　り，。更には，500軌も離れた所でめ回収実験であるため，十分
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　　　慎重に行ってもらいたい。

八藤3　この実験の費用分担はどうなっているのか・

平木：　搭載実験装置までは宇宙開発事業団が負担し，実験に

　　　用．いられる鰍体礁麟の負担となっている・

　　　　こののち，事務局より参考配布資料昭和55年度8，

　　　9月期ロケット打上げ計画一覧に基づき東京大学宇宙航

　　　空研究所のロケツド打上げ計画について説明が行われた。

ぐ緬硲・

D・麟　．嬉」・、袋こ
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